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当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成26年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成22年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　本市では、平成22年度に水道、工業用水道及び
下水道の3事業を統合することで、管理部門を一
元化する等、効率的な執行体制の構築に向けた取
組を行っている。下水道事業では、過去の急速な
下水道整備により、現在も企業債残高と、それに
伴う支払利息が高止まりの状況にあるものの、企
業債残高の縮減に取り組み続けることで安定的で
健全な経営基盤が確立できるものと考える。
　固定資産については、管渠や水処理施設の更新
の他、耐震化や、ゲリラ豪雨等に備えた浸水対策
や、法令で定められている高度処理対策や、水質
改善のための合流改善等、多くの整備を行う必要
がある。そのような状況でも、企業債残高が増加
しないように留意し、引き続き優先順位を定めて
計画的に整備を行い、安定した事業を継続するた
め、アセットマネジメント等に基づき、適正に事
業管理を行うことが必要であると考える。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　標準耐用年数に達し、更新時期を迎えている施
設があるものの、有形固定資産減価償却率として
は類似団体並みである。なお、平成26年度の急激
な上昇は、会計制度の見直しに伴うものである。
管渠は、市内人口の増大等に伴い、高度経済成長
期以降に南部地域から市内全域に急速に整備され
たため、現状では類似団体と比較して老朽化は進
んでいないものの、今後は、比較的短期間で急速
に老朽化が進むことに留意する必要がある。
　管渠改善率は年度により変動があるが、管渠以
外の施設の更新も含めた建設改良費の上限を定め
ており、年度ごとに、優先される施設が異なるた
めである。管渠の更新は、早期に整備されて老朽
化が進んでいる管渠を中心に、計画的に行われて
おり、今後も限られた建設改良費の中で、優先順
位を定めて適正に更新していく必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本市下水道は、創設当初、南部地域を中心に整
備が進められ、高度経済成長期以降、急速に市内
全域に整備された結果、現在では、水洗化率は
99％以上に達しており、未普及地域解消に向けて
取組を進めている。
　一方で、急速に市内全域に下水道を整備するた
め、財源の多くを企業債借入により賄ったことで
企業債残高は依然として多い状態にあり、企業債
残高対事業規模比率は、類似団体を上回ってい
る。また、支払利息の影響については、経常収支
比率、流動比率、経費回収率及び汚水処理原価の
4つの指標に表れている。類似団体と比較して、
これらの指標の数値に差があるものの、経常収支
比率及び経費回収率については、概ね100％を超
えている上、4つの指標全てで改善傾向にあり、
累積欠損金比率も計上されていないため、健全経
営を維持していると考える。なお、流動比率の平
成26年度の低下は、会計制度の見直しに伴う流動
負債の増加が原因である。企業債残高について
は、償還により減少している上、高金利の企業債
が減少し、低金利の企業債が増加していること
で、利息負担が軽減されているため、全般的に指
標が改善されている。今後も、計画的な建設改良
等を行った上で、企業債残高の縮減に向けて、取
組を継続することが重要であると考える。
　施設利用率については、類似団体を下回ってい
るものの、水処理施設の再構築事業等に伴い改善
されている。今後も、計画処理能力を踏まえて、
適切な施設規模を維持する必要があると考える。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」
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- 46.34 99.42 81.26 2,116 1,457,961 107.00 13,625.80 【】
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資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2)

法適用 下水道事業 公共下水道 政令市等 1,445,484 143.00

経営比較分析表
神奈川県　川崎市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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当該値 25.11 25.59 26.64 27.61 42.73 
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平均値 5.77 6.06 6.24 6.43 6.95 

①経常収支比率(％) 
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平均値 707.57 696.19 671.46 644.47 627.59 
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平均値 124.21 124.63 123.36 121.96 116.77 
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当該値 51.33 50.17 53.29 53.84 53.85 

平均値 60.95 59.52 57.95 59.80 59.58 
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当該値 99.03 99.03 99.03 99.02 99.03 

平均値 98.46 98.54 98.56 98.64 98.71 

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

【107.74】 【4.71】 【56.46】 【776.35】 

【94.57】 【60.35】 【142.28】 【96.57】 

【36.27】 【4.35】 【0.17】 


